
１
５
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
２
６ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 
人
間
の
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
を
攻
撃
し
始
め
る
の
は
、
Ｓ
Ｆ
映
画
の
定
番
だ
。
①
ゲ
ン
リ
ュ

ウ
（
源
流 

）
の
一
つ
に
、
チ
ェ
コ
の
作
家
チ
ャ
ペ
ッ
ク
に
よ
る
②
ギ
キ
ョ
ク
（
戯
曲 

）
「
ロ
ボ

ッ
ト
」
が
あ
る
。
な
ぜ
人
間
に
③
ハ
ム
（ 

刃
向 

）
か
う
の
か
、
彼
ら
自
身
が
語
る
理
由
が
不
気

味
だ
。「
あ
な
た
方
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
…
…
（
１
）
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に

有
能
で
は
な
い
か
ら
で
す
」（
千
野
栄
一
訳
）
▼
ロ
ボ
ッ
ト
の
④
ズ
ノ
ウ
（
頭
脳 

）
と
な
る
（
２
）

人
工
知
能
の
進
歩
が
め
ざ
ま
し
い
。
こ
の
分
野
へ
の
⑤
ト
ウ
シ
（
投
資 

）
は
世
界
的
な
ブ
ー
ム
と

も
聞
く
。
（
３
）
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
⑥
ケ
イ
カ
イ
（
警
戒 

）
す
る

人
も
い
る
▼
「
完
全
な
人
工
知
能
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
人
類
の
⑦
終
焉
（
し
ゅ
う
え
ん
）
を
招
く
か

も
し
れ
な
い
。」
名
高
い
宇
宙
物
理
学
者
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
が
、
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
に
語
っ
て
い
る
。

知
力
で
勝
る
人
間
は
多
く
の
生
き
物
を
⑧
ア
ッ
ト
ウ
（
圧
倒 

）
し
、
絶
滅
さ
せ
た
。
同
じ
こ
と
が

起
き
な
い
と
も
限
ら
な
い
と
▼
人
間
を
超
え
た
も
の
に
人
間
は
ど
う
映
る
だ
ろ
う
。
人
工
知
能
の
取

材
を
重
ね
て
き
た
米
国
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
ラ
ッ
ト
氏
は
近
著
で
大
意
こ
う
推
し
量
る
。「（
４
）
あ

な
た
が
、
ネ
ズ
ミ
が
看
守
の
牢
屋
で
目
を
覚
ま
し
、
自
分
が
ネ
ズ
ミ
に
作
ら
れ
た
と
知
っ
た
ら
、
ど

う
い
う
感
情
を
抱
く
だ
ろ
う
。
畏
れ
？ 

敬
愛
？ 
き
っ
と
違
う
だ
ろ
う
」
▼<

Ａ
も
っ
と
も 

>

現
場
の
研
究
者
に
聞
く
と
心
配
す
る
⑨
ス
イ
ジ
ュ
ン
（
水
準
）
で
は
な
い
と
い
う
。
学
習
能
力
は
「
ま

だ
２
歳
児
程
度
」
の
声
も
あ
る
。<

Ｂ 

だ
が 

>

、
２
歳
児
と
比
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
▼
大
人
に
な
っ
て
、
我
々
を
超
え
る
の
に
あ
と
ど
の
く
ら
い
だ
ろ
う
、
い
い
助

っ
人
で
い
て
く
れ
る
の
か
。
忘
れ
て
い
け
な
い
の
は
、
巨
大
な
技
術
は
と
き
に
私
た
ち
に
⑩
キ
バ

（
牙 

）
を
む
く
と
い
う
こ
と
だ
。 

 
 
 
 
 

〔
２
０
１
５
年
１
０
月
４
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

ロ
ボ
ッ
ト
が
登
場
す
る
Ｓ
Ｆ
映
画
を
３
例
答
え
よ
う
。 

 
 

（ 

ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ 

 

）（ 

タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー 

）（ 

Ａ
．
Ｉ
． 

 
 
 
 

） 

問
三 

ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
す
る
漫
画
を
３
例
答
え
よ
う
。 

 
 

（ 

鉄
腕
ア
ト
ム 

 
 
 

）（ 

鉄
人
２
８
号 
 
 

）（ 

ド
ラ
え
も
ん 

 
 
 

） 

問
四 

傍
線
部
（
１
）
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
に
比
べ
「
有
能
」
な
理
由
を
一
つ
考
え
て
み
よ
う
。 

 
 

〔
答
例
〕（
感
情
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を
忠
実
に
実
行
で
き
る
こ
と
。） 

問
五 

傍
線
部
（
２
）「
人
工
知
能
」
を
英
語
で
表
記
し
よ
う
。 

 
 

（ 
a

rtificia
l  

in
te

llig
e
n

ce
 
 
 
 

） 

問
六 

傍
線
部
（
３
）
に
対
す
る
あ
な
た
の
判
断
を
、
根
拠
と
と
も
に
１
０
０
字
程
度
で
示
そ
う
。 

 
 

〔
答
例
〕（
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
が
語
る
よ
う
に
、
人
間
よ
り
知
力
が
勝
る
人
工
知
能
は
人
間
を 

 
 
 
 

絶
滅
さ
せ
、
バ
ラ
ッ
ド
氏
の
推
量
の
よ
う
に
、
人
間
を
超
え
た
も
の
は
、
人
間
を
畏
れ
ず 

 
 
 
 

に
見
下
す
。
巨
大
な
技
術
は
人
間
を
滅
ぼ
し
こ
そ
す
れ
、
明
る
い
未
来
は
訪
れ
な
い
。） 

問
七 

傍
線
部
（
４
）
で
は
、
ど
ん
な
「
感
情
」
を
抱
く
と
想
定
さ
れ
る
か
、
考
え
よ
う
。 

 
 

（
知
力
の
劣
る
ネ
ズ
ミ
を
蔑
み
憎
み
、
人
間
が
支
配
す
る
世
界
構
築
の
喜
び
を
抱
く
。） 

問
八 

<

Ａ>

に
適
す
る
語
を
次
か
ら
選
び
、
書
き
入
れ
よ
う
。 

 
 

・
し
か
も 

 

・
や
は
り 

 

・
も
っ
と
も 

 

・
じ
っ
さ
い 

問
九 

<

Ｂ>

に
適
す
る
語
を
次
か
ら
選
び
、
書
き
入
れ
よ
う
。 

 
 

・
だ
が 

 
 

・
だ
か
ら 

 

・
ま
た 

 
 
 

・
つ
ま
り 


